
 

 

 

 

 

 

 

 基本設計データ作成（エレメント法）～ 

出来形帳票作成の基本的な操作を 

簡単なサンプルを使用して解説します。 

３次元設計データ作成 
基本設計データ作成（エレメント法） 

～出来形帳票作成 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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1 ＴＳ出来形の流れ 

最初に、基本設計データ（ＸＭＬ） 

作成～出来形帳票作成までの 

流れを確認してみましょう。 

ここではＣＡＤ図面より3次元設計

データ作成（オプション）で、基本

設計データ（エレメント法）を作成

する操作を解説します。 

概 要  



 

１ ．TS出来形の流れ 

1 ＴＳ出来形の流れ 

基本設計データ（ＸＭＬ）作成～出来形帳票作成までの流れを確認してみましょう。 

武蔵 建設ＣＡＤ 
（３次元設計データ作成） 

 
 
 

基本設計データの作成 
（P.3）参照 

 

武蔵 出来形管理 

 

 

 

 

 

出来形帳票作成 

（P.45）参照 
 

［３次元設計データ］ 

基本設計データ（ＸＭＬ） 

［設計＋実測データ］ 

基本設計データ 
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出来形計測データ 
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施工管理データ（ＸＭＬ） 

X-FIELD 

出来形観測.pdf参照 
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1 新規工事作成 

2 発注図面の読み込み 
 

新規工事を作成して［建設ＣＡＤ］を 

起動してみましょう。 

その後図面を読み込んで、基本設計 

データを作成してみましょう。 

基本設計  
データ作成  

3 工事基準点の登録 
 4 平面線形データ作成（エレメント法） 

5 縦断線形データ作成 

6 横断形状データ作成 

7 基本設計データ（XML）出力 



 

１ ．新規工事作成 

デスクトップの［EX-TREND武蔵 インデッ

クス］をダブルクリックします。 
1 
 

2 

3 

［EX-TREND武蔵 インデックス］が起動

します。 

［新規工事］をクリックします。 

2 

［新しく工事を作成する］をクリックします。 3 

1 

1 新規工事作成 

［EX-TREND武蔵 インデックス］を起動して、新規に工事を作成してみましょう。 

１－１ 
 

新規工事を作成する 
［EX-TREND武蔵 インデックス］の［新規工事］の［新しく工事を作成する］で新規に工事を作成します。 
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１ ．新規工事作成 

工事情報を入力します。 

工事名称、発注年度（西暦）、 

工事番号、工事箇所、河川路線名等、 

工期開始・終了日などを入力してください。 

4 

4
 

5 

［作成］をクリックします。 5 
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２ ．発注図面の読み込み 

作成した工事をダブルクリックします。 1 
 

1 

3 

2 

［建設CAD］をクリックします。 2 

［新しいデータを作成するには、ここをダブ

ルクリックしてください。］をダブルクリックし

ます。 

3 

2 発注図面の読み込み 

［建設CAD］を起動して発注図面を読み込んでみましょう。 

２－１ 
 

［建設ＣＡＤ］を起動する 
［建設CAD］を起動します。 
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２ ．発注図面の読み込み 

1 

2 

［ファイル］をクリックします。 1 
 

［外部ファイルを開く］をクリックします。 2 

4 
3 

発注図面が保存されているフォルダー 

を選択します。 
3 

「01_平面図（エレメント法）.dwg」を 

クリックします。 
4 

［開く］をクリックします。 5 

6 

ここでは、［用紙］に「A1（横）」が設定 

されていることを確認します。 
6 

5 

２－２ 
 

発注図面（平面図）を読み込む 
発注図面を読み込みます。操作例では「各種資料\武蔵\入門編（サンプルデータ）\ 5_3次元設計データ作成」 
フォルダー内の発注図を読み込みます。 
まず、「01_平面図（エレメント法）.dwg」を読み込んでみましょう。 
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２ ．発注図面の読み込み 

10 

操作例では、図面の縮尺をプレビュー 

の図面の表題欄から確認します。 
7 

7 

11 

12 

13 

8 

9 

10 

 

［配置方法］で［１点配置］、［配置基準 

点］で［任意点］を選択します。 
8 

配置基準点（外枠左下）をクリック

します。 
9 

縮尺に表題欄で確認した縮尺を 

入力します。 

操作例では、［元ファイルの縮尺］に 

「500」、［CADの縮尺］に「500」と 

入力します。 

11 ［OK］をクリックします。 

12 用紙の枠の左下をクリックします。 

13 ［OK］をクリックします。 
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２ ．発注図面の読み込み 

［CAD］をクリックします。 1 

1 

2 3 

4 

7 

6 

5 

8 

［ページ］をクリックします。 2 

［追加］をクリックします。 3 

［ファイル］をクリックします。 4 

［外部ファイルを開く］をクリックします。 5 

発注図面が保存されているフォルダー 

を選択します。 
6 

「02_縦断図.dwg」をクリックします。 7 

［開く］をクリックします。 8 

２－３ 
 

発注図面（縦断図）を読み込む 
次にページを追加して、「02_縦断図.dwg」を読み込んでみましょう。 
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２ ．発注図面の読み込み 

10 

12 

9 

11 

10 

［配置方法］で［１点配置］、［配置基準 

点］で［任意点］を選択します。 
9 

配置基準点（外枠左下）をクリック

します。 

11 縮尺を入力します。操作例では、 

［元ファイルの縮尺］に「200」、［CAD 

の縮尺］に「200」と入力します。 

12 ［OK］をクリックします。 

13 用紙の枠の左下をクリックします。 

13 

14 

14
 

［OK］をクリックします。 
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２ ．発注図面の読み込み 

［編集］をクリックします。 1 
1 

2 

3 

6 
7 

5 

［縮尺］をクリックします。 2 

［縮尺編集］をクリックします。 3 

［縮尺を変更する］をクリックして、 

［縦横比を維持］のチェックをオフにし、 

横の縮尺に「500」と入力します。 

5 

［OK］をクリックします。 6 

［OK］をクリックします。 7 

4 

［CADデータも変更］のチェックをオフ 

にします。 
4 

２－４ 
 

発注図面（縦断図）の横の縮尺を変更する 
読み込んだ発注図面（縦断図）の縦横の縮尺が異なるので、横の縮尺を変更しましょう。 
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２ ．発注図面の読み込み 

10 

［CAD］をクリックします。 
 

1 

4 

5 

7 

6 
8 

12 

9 

11 

10 

［ページ］をクリックします。 
 

2 

［追加］をクリックします。 
 

3 

［ファイル］をクリックします。 
 

4 

［外部ファイルを開く］をクリックします。 
 

5 

発注図面が保存されているフォルダー 

を選択します。 
 

6 

「03_横断図.dwg」をクリックします。 
 

7 

［開く］をクリックします。 
 

8 

［配置方法］で［１点配置］、［配置基準 

点］で［任意点］を選択します。 
 

9 

配置基準点（外枠左下）をクリック

します。 
 

11 縮尺を入力します。操作例では、 

［元ファイルの縮尺］に「100」、［CAD 

の縮尺］に「100」と入力します。 
 

12 ［OK］をクリックします。 
 

1 

2 3 

２－５ 
 

発注図面（横断図）を読み込む 
同様にページを追加して、「03_横断図.dwg」を読み込んでみましょう。 
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２ ．発注図面の読み込み 

13 用紙の枠の左下をクリックします。 
 

13 

14 

14 OK］をクリックします。 
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３ ．工事基準点の登録 

3 工事基準点の登録 

工事基準点を登録してみましょう。 

３－１ 
 

工事基準点を登録する 
工事基準点の座標を登録します。工事基準点はX座標、Y座標、Ｚ座標の入力が必要です。 
操作例では「各種資料\武蔵\入門編（サンプルデータ）\5_3次元設計データ作成」フォルダー内の 
「基準点座標（エレメント法）.ｘlsx」を開き、データをコピーします。 
 

［測量計算］をクリックします。 1 
 

1 

2 

［座標入力］をクリックします。 2 

3 

4 

5 

あらかじめ現場で作成した座標値を 

読み込みます。操作例では、「基準点 

座標（エレメント法）.ｘlsx」を開き、 

データをコピーします。 

3 

座標入力で、セルを指定します。 4 

マウスの右ボタンを押して［貼り付け］ 

をクリックします。 
5 
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３ ．工事基準点の登録 

図面内の座標リストから取得する 

発注図面内に座標リストなどがある場合は、座標リストから工事基準点を取得することもできます。 

 

［セル］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

5 

［プロットから文字列を取得］を 

クリックします。 
2 

文字列をクリックします。 3 

セットする文字列を選択します。 4 

［OK］をクリックします。 5 

ＣＡＤの［土木］－［表］－［表属性付加］で、表に属性を付加して Excel へ出力することもできます。 
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３ ．工事基準点の登録 

３－２ 
 

登録した基準点座標を図面に合わせる 
登録した基準点座標を図面に合わせます。 
 

1 

［閉じる］をクリックします。 1 
 

4 

3 

5 

［1 01_平面図（エレメント法）］タブを 

クリックします。 
2 

［設定］をクリックします。 3 

［CAD指定］をクリックします。 5 

２点（操作例では、「A-2」と「A-4」）を 

クリックします。 

6 7 

2 

［縮尺追加］をクリックします。 4 

6 

7 
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３ ．工事基準点の登録 

10 

11 

［1点目］の［座標入力一覧］を

クリックします。 
8 8 

9 

11 

13 

12 

14 

15 

「A-2」を選択します。 9 

［OK］をクリックします。 

［2点目］の［座標入力一覧］を

クリックします。 

12 「A-4」を選択します。 

13 ［OK］をクリックします。 

14 1点目、2点目の座標値を確認して、 

［OK］をクリックします。 

15 縮尺を確認して、［OK］をクリック

します。 

10 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

［３次元設計データ作成］を起動します。 
 

［測量計算］をクリックします。 1 
 

1 

2 

4 

3
 

5 

6 

［３次元設計データ作成］をクリック 

します。 
2 

データ名称を入力します。 3 

［設定］をクリックします。 4 

工種、交換標準（案）、縦横断連携を 

設定します。 
5 

［OK］をクリックします。 6 

計算方法で「エレメント法」を選択し

て、計算方法、路線名、NO杭のピッ

チなどを設定します。 

7 

7 

4 平面線形データ作成（エレメント法） 

［３次元設計データ作成］を起動して、［平面］で平面線形データを作成してみましょう。 
ここでは、エレメント法で入力する例で解説します。 

４－１ 
 

［３次元設計データ作成］を起動する 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

４－２ 
 

線形データを入力する 
線形データを入力します。 

［線形入力］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

6 

クリックした点の点名など

が入力されます。 

登録した座標を順にクリックします。 

操作例では、「BP」「BC.1」「EC.1」 

「BC.2」「EC.2」「T-02」をクリック 

します。 

 

2 3 4 5 

［タイプ］で曲線タイプを設定して、 

曲線要素を入力します。 
8 

8 

4 5 

7 

6 7 

曲線の要素などは図面から取得でき

ます。 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

10 

ＩＰNo（各カーブの折れ点No）を入力

します。 
9 

9 

10 

 11 

ＩＰ点番・点名が自動で

付けられます。 

ＩＰ点番・点名を入力します。 

ここでは、［平面］－［ＩＰ点番点名付け 

直し］で、自動で点番・点名を入力 

します。 

11 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

４－３ 
 

センターの測点を確認する 
センターの測点を確認します。 

［センター表示］をクリックします。 1 
 

1 

センターの測点が

表示されます。 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

3 

2 

4 

４－４ 
 

センターの座標を登録する 
センターの座標を登録します。 

［座標登録］をクリックします。 1 
 

1 

登録する座標のチェックをオンにして、 

プロットマークを設定します。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

［OK］をクリックします。 4 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

数値チェックリストを配置する 

［縦断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、発注図面上の数値と受注者による入力、計算値を 

比較する数値チェックリストを配置することができます。 

 

平面プロットに数値チェック情報を表示する 

平面プロットの［数値チェック］のアイコンをオンにすると、平面プロットに数値チェック情報を表示することができます。 

［数値チェック］のアイコンをクリック 

します。 
1 
 

1 2 

［表示設定］のアイコンをクリック 

します。 

 

2 

3 

5 

4 ［数値チェック］をクリックします。 

 
3 

数値チェックする項目のチェックを 

オンにして表示色を設定します。 

 

4 

［設定］をクリックします。 

 
5 

チェックする項目が指定した色で

表示されます。 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

数値チェックリストを配置する 

［縦断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、発注図面上の数値と受注者による入力、計算値を 

比較する数値チェックリストを配置することができます。 

 

数値チェック情報を配置する 

［平面］の［センター表示］－［数値チェック］－［情報配置］で、平面図に数値チェック情報（点名、A〈パラメータ〉、 

半径〈R〉、長さ〈L〉、座標位置に×）を配置することができます。 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

1 

2 

4 

3 

CAD平面図に、各情報（点名、A〈パラメータ〉、

半径〈R〉、長さ〈L〉、座標位置に×）が配置され

ます。 

［情報配置］をクリックします。 2 

数値チェック情報を配置する縮尺 

を選択します。 
3 

［OK］をクリックします。 4 
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4 ．平面線形データ作成（エレメント法） 

数値チェックリストを配置する 

［縦断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、発注図面上の数値と受注者による入力、計算値を 

比較する数値チェックリストを配置することができます。 

 

数値チェックリストを配置する 

［平面］の［センター表示］－［数値チェック］－［表配置］で、平面図に、発注図面上の数値と受注者による入力、 

計算値を比較するチェックリストを配置することができます。 

1 

2 

3 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

［表配置］をクリックします。 2 

曲線要素照査用のチェックリストの 

配置位置をクリックします。 

曲線要素照査用のチェックリストの 

配置を終了したら、座標値照査用 

のチェックリストを配置します。 
 

3 
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５ ．縦断線形データ作成 

5 縦断線形データ作成 

［縦断］で、縦断線形データを作成してみましょう。 

５－１ 
 

［縦断］に切り替える 
［縦断］に切り替えます。 

［縦断］をクリックします。 1 
 

1 
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５ ．縦断線形データ作成 

 

５－２ 
 

縦断計画データを入力する 
縦断計画データを入力します。 

計画データを入力します。 1 
 

1 

縦断図から計画データを取得する 

縦断図から計画データを取得できます。 

    ［プロットから文字列を取得］をオンにして、測点名、計画高、VCL の文字列をクリックして入力することもできます。 
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５ ．縦断線形データ作成 

数値チェックリストを配置する 

［縦断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、発注図面上の数値と受注者による入力、計算値を 

比較する数値チェックリストを配置することができます。 

 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

1 

2 

［表配置］をクリックします。 2 

表の配置位置をクリックします。 3 

3 

数値チェックリストを配置する 

［縦断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、発注図面上の数値と受注者による入力、計算値を 

比較する数値チェックリストを配置することができます。 

 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

1 

2 

［表配置］をクリックします。 2 

表の配置位置をクリックします。 3 

3 
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６ ．横断形状データ作成 

［横断］をクリックします。 1 
 

1 

6 横断形状データ作成 

［横断］を起動して、横断形状データを作成してみましょう。 

６－１ 
 

［横断］に切り替える 
［横断］に切り替えます。 
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６ ．横断形状データ作成 

1 

2 

［取り込み］をクリックします。 1 
 

3 

4 

5 

6 

［CAD数値化］をクリックします。 2 

「現地盤」を選択します。 3 

［OK］をクリックします。 4 

数値化する断面の範囲を囲みます。 

5 6 

６－２ 
 

横断図から数値データを作成する 
横断図から数値データを作成します。 
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６ ．横断形状データ作成 

 

10 

［入力モード］で「始終点指定」を選択

します。 
7 

8 

9 

7 

指定した範囲より、測点名・高さ基準（DL）、

距離基準（センター）が自動で入力されます。 

測点名が正しく入力されていれば、追加距離

は空白のままで構いません。（線形計算の測

点名称と異なる場合は追加距離を入力して

ください。） 

11 

10 

 

指定した始点と終点を結んだ線がピンク色で 

表示されます。 

始点と終点を結んだ線が複数存在する場合は、 

候補として一覧表示されます。ここで、地盤線と

する候補を選択して［決定］をクリックします。 

現地盤線の始点をクリックします。 8 

現地盤線の終点をクリックします。 9 

現地盤線とする候補を選択します。 

11 ［決定］をクリックします。 
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６ ．横断形状データ作成 

［新規断面］をクリックします。 1 
 

1 

数値化された計画線が緑色で

表示されます。 

2 

3 

5 
6 4 

「計画」を選択します。 2 

［OK］をクリックします。 3 

［入力モード］で「始終点指定」が

選択されていることを確認します。 
4 

計画線の始点をクリックします。 5 

計画線の終点をクリックします。 6 

3322  



 

６ ．横断形状データ作成 

現地盤線とする候補を選択します。 7 

8 

7 

［決定］をクリックします。 8 

指定した始点と終点を結んだ線がピンク色で 

表示されます。 

始点と終点を結んだ線が複数存在する場合は、 

候補として一覧表示されます。ここで、計画線と

する候補を選択して［決定］をクリックします。 

数値化された計画線が緑色で

表示されます。 

同様に、［新規断面］をクリックして他の断面も数値化してみましょう。 
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６ ．横断形状データ作成 

始終点指定で、図面からデータが拾えない場合は 

［入力モード］で「任意点指定」を選択して、横断形状変化点を順にクリックします。 

 

10 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

数値化を終了したら、［確定］をクリック 

します。 
9 

9 

11 

10 

 

作成データを確認します。 

11 ［OK］をクリックします。 
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６ ．横断形状データ作成 

［現地盤］をクリックします。 1 
 

1 

2 

現地盤の数値、形状などを確認します。 2 
 

3 

4 

［計画］をクリックします。 3 

計画の数値、形状などを確認します。 4 

６－３ 
 

横断の現地盤・計画の数値を確認する 
横断の現地盤・計画の数値を確認します。 
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６ ．横断形状データ作成 

数値チェックリストを配置する 

［横断］の［計画］－［数値チェック］－［表配置］で、CAＤの図面に、数値チェックリストを配置することができます。 

 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

［表配置］をクリックします。 2 

［数値チェック］をクリックします。 1 
 

［表配置］をクリックします。 2 

チェックリストを配置する断面を 

選択します。 
6 

1 

2 

5 

3 

4 

チェックリストを配置する断面の

チェックをオンにします。 
3 

チェックリストの形式を選択 

します。 

 

4 

［OK］をクリックします。 

 
5 

6 

7 

チェックリストの配置位置を 

クリックします。 

同様に⑥⑦の操作を繰り返して、 

指定した断面のチェックリストを 

配置します。 

 

7 
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６ ．横断形状データ作成 

［構成要素］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

3 

［構成要素］の［道路面］［小段］［法面］［その他］で 

構成要素を設定します。 
断面を選択します。 2 

平面線形、横断図で構成要素を 

確認します。 
3 

６－４ 
 

横断の構成点の属性（道路面・法面・小段・その他）を確認する 
［構成要素］で横断の構成点の属性（道路面・法面・小段・その他）を確認します。 
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６ ．横断形状データ作成 

1 

2 

［工種設定］をクリックします。 1 
 

4 

3 

［工種一覧］をクリックします。 2 

工種を確認します。 3 

［OK］をクリックします。 4 

６－５ 
 

工種を確認する 
［工種設定］で工種を確認します。 
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６ ．横断形状データ作成 

1 

［出来形設定］をクリックします。 1 
 

2 

3 

3 

［横断指定］の［基準高］［幅］［法長］［深さ］［厚さ］

［断面積］で基準高、幅、法長、深さ、厚さ、断面積

を設定します。 

［平面指定］の［延長］［面積］で延長、面積を設定

します。 

断面を選択します。 2 

平面線形、横断図で、出来形管理 

箇所を確認します。 
3 

６－６ 
 

出来形管理箇所を確認する 
［出来形設定］で出来形管理箇所を確認します。 
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６ ．横断形状データ作成 

舗装データを入力する 

ここでは、舗装データを一括入力する操作を紹介します。 

 

［設定］をクリックします。 1 
 

1 

2 

4 

3 

5 

6 

［基本設定］をクリックします。 2 

［工種］で「舗装工（道路）」を選択します。 3 

［OK］をクリックします。 4 

確認のメッセージが表示されますので、 

［はい］をクリックします。 
5 

［横断］をクリックします。 6 
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６ ．横断形状データ作成 

 

［計画］をクリックします。 7 

7 

8 

9 

12 

10 

 

11 

［舗装］をクリックします。 8 

［一括指定］をクリックします。 9 

設定対象、工種を選択します。 9 10 

舗装の種類、厚さ突出幅などを設定します。 9 11 

［OK］をクリックします。 9 12 

舗装が一括入力

されます。 
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７ ．基本設計データ（XML）出力 

［ファイル］をクリックします。 1 
 

1 

2 

4 

3 

［名前を付けて保存］をクリックします。 2 

ファイル名を入力します。 3 

[保存］をクリックします。 4 

7 基本設計データ（XML）出力 

平面線形・縦断線形・横断形状のデータを元に基本設計データを出力してみましょう。 

７－１ 
 

データを保存する 
データを保存します。 
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７ ．基本設計データ（XML）出力 

［書込み］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 
4 

6 

5 

［基本設計］をクリックします。 2 

路線名、道路規格、設計速度、 

設計交通量などを設定します。 
3 

［基準点・水準点］をクリック 

します。 
4 

工事に使用する基準点を入力し、 

種類を設定します。 
5 

［OK］をクリックします。 6 

７－２ 
 

基本設計データを書き込む 
基本設計データを書き込みます。 
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７ ．基本設計データ（XML）出力 

 

10 

書き込む線形データのチェックがオン 

になっていることを確認します。 
7 

8 

7 

9 

12 

10 

11 

13 

［書込み］をクリックします。 8 

［いいえ］をクリックします。 9 

フォルダーを指定します。 

11 ファイル名を入力します。 

12 ［保存］をクリックします。 

13 ［OK］をクリックします。 
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1 施工管理データ（XML）の読み込み 

2 帳票の確認 
 

［出来形管理］を起動して、 

施工管理データ（XML）を

読み込んでみましょう。 

その後、データを確認して、 

帳票を作成してみましょう。 

3 帳票の印刷 
 
4 施工管理データ（XML）の書き込み 

出来形帳票  
作成  



 

１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

1 施工管理データ（XML）の読み込み 

［出来形管理］を起動して、施工管理データ（XML）を読み込んでみましょう。 

１－１ 
 

［出来形管理］を起動する 
操作例では、EX-TREND武蔵 インデックスの［武蔵データ］から［出来形管理］を起動します。 

［出来形管理］をクリック

します。 
1 
 

1 

2 

［出来形管理］が起動して、［作業の開始］

ダイアログが表示されます。 

［新しいデータを作成する 

には、ここをダブルクリック 

してください。］をダブル 

クリックします。 

2 
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１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

１－２ 
 

施工管理データ（XML）を読み込む 

施工管理データXMLファイルを読み込みます。 
操作例では「各種資料\武蔵\入門編（サンプルデータ）\5_3次元設計データ作成」フォルダーの中にある 
「サンプルデータ_Ver41.xml」を読み込みます。 

［ＴＳ出来形（情報化施工）］

をクリックします。 
1 
 

1 

2 

［データ読込］をクリックします。 2 

3 

4 

施工管理データＸＭＬファイル 

を指定します。 
3 

［開く］をクリックします。 4 

複数の施工管理データＸＭＬファイルを 
読み込む場合 

複数の施工管理データＸＭＬファイルを選択して読み

込むことができます。 

ただし、線形名が異なる場合は、合成できません。 

線形名を同じにしてください。 
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１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

10 

5 

6 

読み込む線形名のチェックを 

オンにします。 
5 

道路工事か河川工事かを選択 

します。 
6 

測定項目を変更可能にするか、 

自動で設定して変更不可に 

するかを選択します。 

7 

7 

［測定項目を任意で設定する］：［管理対象］（計測点）に設定される［測定 

項目］を、次ページに表示される［横断プレビュー］ダイアログで確認または 

変更することができます。 

［測定項目を自動設定する］：［管理対象］（計測点）に設定される［測定項

目］は、すべて自動設定されます。（変更できません。） 

以下のように途中で「構成点数」が変化するデータを読み込んだ場合は、

［読み込み方法］によって、作成される測点項目数が異なります。 

・出来形管理断面：№1、№4～EP 

 

 

 

 

・出来形管理断面：№2～№3 

 

 

 

［測定項目を任意で設定する］を選択した場合は、すべての断面の「出来形

属性を持つ構成点」を検索し、最大の数だけ測定項目を作成します。 

 

 

 

 

［測定項目を自動作成する］を選択した場合は、構成点コードの種類の数だ

け測定項目が自動作成されます。 

分類データのまとめ方を選択

します。 
8 

8 

Ver.4形式のデータを読み込んだ場

合に選択できます。 

 

［「構築形状の識別名」でまとめる］： 

分類を「構築形状の識別名」で作成

します。（「盛土工」「切土工」など） 

 

［「横断構成の種別」でまとめる］： 

分類を「横断構成の種別」で作成し

ます。（「路床盛土工」「切削工」など） 

 

同じ「構築形状の識別名」内に複数

の異なる「横断構成の種別」が定義

されている場合は、［「横断構成の種

別」でまとめる］のみになります。 

9 
帳票の初期設定を選択します。 9 

［読込開始］をクリックします。 
10 
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１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

１－３ 
 

各断面のデータを確認する 
［横断プレビュー］ダイアログに読み込んだ施工管理データXMLファイルの内容が表示されますので、各断面のデー
タを確認します。 

測点名を選択して、

右側に表示する断

面を切り替えます。

また、［前の断面］

［次の断面］で前ま

たは次の断面に移

動できます。 

［豆図登録］セルをクリック

すると「○」と「－」が切り替

わります。 

XMLデータの読み込み終

了時に［豆図登録］セルが

「○」になっている横断面形

状が豆図登録されます。 

［豆図登録］セルがすべて

「－」の場合は横断形状を

自動判断して、豆図が登録

されます。（次ページの豆図

参照） 

1 

2 

3 

4 

測点名を選択して、 

右側に表示する断面 

を切り替えます。 

1 

断面の形状を確認

します。 
2 

選択された断面の形状

が表示されます。 

断面の計測点データ 

を確認します。 
3 

選択された断面の［管理対象］に設定され

る［測定項目］を、確認または変更します。

※前ページの［施工管理情報読込］ダイア

ログの［読み込み方法］で、［測定項目を

任意で設定する］を選択した場合のみ変

更できます。 

各断面で「出来形属性を持つ構成点」の

数が変化する場合、［管理対象］に設定さ

れる［測定項目］が正しく設定されない場

合があります。その場合はここで［測定項

目］を変更してください。 

選択された断面の計測点データが表示されます。 

［構成点コード］は変更可能です。横断形状で使用されている構成点 

コードから選択できます。 

※同一箇所で複数計測している場合は、以下の優先順位でどれか１つが

管理対象になります。 

1. 計測点種別が「管理対象」のものが優先されます。 

2. 最新の「測定日」が優先されます。 

３．「設計値との差」が小さい方が優先されます。 

４．上記に当てはまらない場合は、XMLから先に読み込まれた方が優先 

  されます。 

［管理対象］とする計測点（ON）は「黒」、［管理対象］で無い計測点

（OFF）は「青」で表示されます。［管理対象］は変更することができます。 

同一箇所の計測点のうち、どれか1つを管理対象として選択できます。 

断面の［管理対象］

に設定される［測定

項目］を、確認または

変更します。 

4 

5 
［OK］をクリックします。 5 
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１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

施工管理ＸＭＬファイル読み込み後に編集する場合は 

［TS 出来形（情報化施工）］の［計測点編集］で、読み込み後の施工管理データを編集することができます。 

［測点スタイル］について 

断面名（＝測点名）の表示形式を設定します。 

 

読み込んだＸＭＬファイル内の分類、豆図

が追加されます。 

計測点種別と測点スタイルは、分類情報

の「メモ」に入力されます。 

測点スタイル 表示例

施工管理データに準拠 BP、No.1、No.1+2.345、No.2、・・・

No.表記【標準】 No.0、No.1、No.1+2.345、No.2、・・・

SP表記【北海道】 SP0.000、SP20.000、ＳＰ22345、SP40.000、・・・

STA表記 STA.0、STA.1、STA1+2.345、STA.2、・・・

距離標表記【K形式】 0K000、0K020、0K022.345、0K040、・・・

距離標表記 0.000、20.000、22.345、40.000、・・・
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１ ．施工管理データ（XML）の読み込み 

検査データも同時に出力したい場合は 

検査データも同時に出力したい場合は、組み合わせによって実測値 1～４に振り分けられます。 

「様式 31_出来形管理図表」では２段、３段、４段の凡例のフォームを用意していますので、［フォーム］の［変更］で、 

必要に応じてフォームを変更することができます。 

 

１－４ 
 

帳票のフォーム（様式）を確認する 
［作業の開始］ダイアログに自動選択された帳票のフォーム（様式）が表示されます。 
帳票のフォーム（様式）を確認します。 

3 

2 

1 

フォーム（様式）を確認します。 1 
 

帳票を作成する分類を選択

します。 
2 

［作業開始］をクリックします。 3 

［使用する］をクリックすると、［該当したフォーム］で選択した
フォームを、［使用するフォーム］に追加します。 

［0000_国土交通省（TS出来形）］の「様式31_出来形
管理図表」を選択した場合は、［実測値1～4・差1～4が
表示される段数］を選択します。 

［使用しない］をクリックすると、
［使用するフォーム］で選択した
フォームを解除します。 
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2 ．帳票の確認 

2 帳票の確認 

作成された帳票を確認してみましょう。 
 

２－１ 
 

帳票を確認する 
作成された帳票を確認します。 
［分類開く］で表示される［作業の開始］ダイアログで、施工管理データＸＭＬファイルの読み込みにより作成された 
線形データの内容を編集することができます。 

ページを選択します。 1 
 

1 

2 

測定項目、測定記号

を変更できます。 

測点名を変更できます。 

測点名を複数選択して、一括変更すること

もできます。 

設計値・実測値は変更できません。 

［豆図］ウィンドウが

表示されます。 

選択したページの帳票

が表示されます。 

作成された帳票を確認します。 2 
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2 ．帳票の確認 

２－２ 
 

成果の出力条件を設定する 
成果の出力条件（出力対象とする測定項目、測点、表示色など）を設定します。 

［出力設定］をクリックします。 1 
 

1 

［設計値または差が無い測点を詰める］のチェックをオンにすると、次の測点は成果に出力されません。 

・「設計値」が入力されていない測点 ・「実測値1～4」が一つも入力されていない測点 

1ページに複数の測定項目がある場合は、注意が必要です。下図の例で示すと、「延長」については「測点 No.5」が 

詰められ、「基準高」については「測点 No.3, No.5, No.7」が詰められます。ただし、「測点名」は「表１」の内容（ここでは 

「延長」の表）になっているため「延長」と同じく「測点 No.5」のみが詰められます。 

結果として、「測点名」と「基準高」の各値とは行がずれることになります。 

成果の出力条件（出力対象とする測定

項目、測点、表示色など）を設定します。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

3 

2 
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2 ．帳票の確認 

ＴＳ出来形データより作成された線形データの内容を編集する 

編集は、［分類開く］で表示される［作業の開始］ダイアログで行います。 

 

1 ［分類を開く］をクリック

します。 
1 
 

3 

4 

2 

5 

6 

選択された断面の計測点データが表示されます。 

［構成点コード］は変更可能です。横断形状で使用されている構成点 

コードから選択できます。 

［管理対象］とする計測点（ON）は「黒」、［管理対象］で無い計測点

（OFF）は「青」で表示されます。［管理対象］は変更することができます。 

同一箇所の計測点のうち、どれか1つを管理対象として選択できます。 

選択された断面の［管理対象］

に設定される［測定項目］を、確

認または変更します。［施工管理

情報読込］ダイアログの［読み

込み方法］で、［測定項目を任

意で設定する］を選択した場合

のみ変更できます。 

編集する分類を選択

します。 
2 

［TS出来形（情報化 

施工）］をクリックします。 
3 

［計測点編集］をクリック

します。 
4 

断面を選択します。 5 

データを編集します。 6 
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2 ．帳票の確認 

帳票を編集する 

［成果編集］で帳票を編集することもできます。 

 
1 

［成果編集］をクリック

します。 
1 
 

2 

帳票を編集できます。 2 

※以下のデータは編集することができません。（改ざん防止のため） 

「設計値」「実測値 1～４」「差 1～４」「差(+)」「差(-)」 

「規格値との差」「基準値との差」「社内規格値との差」「測定日」 

「測定時間」「計算処理項目すべて」 
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3 ．帳票の印刷 

3 帳票の印刷 

作成された帳票を印刷してみましょう。 
 

３－１ 
 

帳票を印刷プレビューで確認する 
作成した帳票を印刷プレビューで確認します。 
 

1 
［印刷プレビュー］をクリックします。 1 

 

3 

2 

［前ページ］［次ページ］をクリックして、 

印刷イメージを確認します。 
2 

［閉じる］をクリックします。 3 
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3 ．帳票の印刷 

帳票をＰＤＦで出力する 

［ファイル］－［PDＦ出力］で帳票をＰＤＦで出力できます。 

ただし、「Adobe Acrobat」または「Antenna House PDF Driver」がインストールされている必要があります。 

 

３－２ 
 

帳票を印刷する 
作成した帳票を印刷します。 

［出力設定］をクリックして表示

されるダイアログで、成果の出

力条件（出力対象とする測定

項目、測点、表示色など）につい

て設定します。 

※ここでの設定は一時的なもの

で、コマンド実行後に元の設定

に戻ります。 

1 
［印刷］をクリックします。 1 

 

3 

2 

プリンター名、印刷範囲、印刷部数など 

を設定します。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をクリックします。 1 
 

［PDF出力］をクリックします。 2 

出力範囲を設定します。 3 

［OK］をクリックします。 4 
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４ ．施工管理データ（XML）の書き込み 

4 施工管理データ（XML）の書き込み 

施工管理データＸＭＬファイルの読み込みにより作成された線形データを、外部ファイル（施工管理データＸＭＬファイル） 
に出力してみましょう。 

４－１ 
 

施工管理データＸＭＬファイルに出力する 
外部ファイル（施工管理データXMLファイル）の出力は、［分類開く］で表示される［作業の開始］ダイアログで 
行います。 

1 

［分類を開く］をクリックします。 1 
 

2 

3 

［TS出来形（情報化施工）］を 

クリックします。 
2 

［データ書込］をクリックします。 3 
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４ ．施工管理データ（XML）の書き込み 

「インデックス」へ出力した場合 

［「インデックス」へ出力］を選択した場合は、インデックスの［工事成果］の「工事測量」の「TS 関連出力ファイル」に 

出力されます。 

 

［作業の開始］ダイアログへ戻り、保存したXML

ファイルが表示されます。 

4 

5 

6 

出力する線形を選択します。 4 

［指定の場所へ出力する］を 

指定します。 
5 

［OK］をクリックします。 6 

フォルダーを指定します。 7 

ファイル名を入力します。 8 

［保存］をクリックします。 9 

9 

7 

8 
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